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　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　 　100μ 　 　　　　　　　　　　　　1　OOPt
　　　　　　　Fig．4．　Pr”nella　PruneUiformis　MAKINO
A；Diagram　illustrating　transverse　sections　of　the　stem（1　middle，2base，3stolon），B，　C；
Sketches　of　the　bract（B）and　calyx（C），　D；Detailed　drawing　of　the　transverse　section　of
the　bract，　E；Diagram　illustrating廿ansverse　section　of　the　root，　F；Detailed　drawings　of
the　transverse　sections　of　the　stem（1　edge，2near　the　vascular　cambium，3near　the
primary　xylem），G；Detailed　drawings　of　the　root（1　epidermis　and　primary　cortex，2near
the　cambium，3near　the　primary　xylem）．
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　　　　　　　　　　　　　　　100“　　　Fig．　5．　The　leaf　of　Prunella　ptanelliformis　MAKINo
A；　Diagram　illustrating　transverse　sections　（1　apex，　2　margin，　3　midrib，　4　base，　5　petiole，
6　petiole　near　the　stem），　B；　Detailed　drawing　of　the　transverse　section　of　the　midrib，　C；
Surface　views　of　the　epidermis　（1　upper，　2　lower）．
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　　　　　　　　　Fig．　6．　“Xib－ka－cio”　from　Korea　and　Thesium　ch，inense　TuRCz・．
A，　C，　D；　Sketches　of　the　goods　（A），　leaf　（C－1），　bract　and　a　fruit　（C－2）　and　fruit　（D），　B；
Diagram　illustrating　transverse　section　of　the　leaf，　E；　Diagram　illustrating　transverse　sec－
tions　of　the　stem，　（1　apex，　2　middle，　3　base），　F；　Diagram　illustrating　transverse　section
of　the　fruit，　G；　Diagram　illustrating　transverse　section　of　the　root，　H；　Detailed　drawings
of　the　transverse　（1）　and　longitudinal’　（2）　sections　of　the　stem，　1；　Detailed　drawings　of　the
transverse　（1－3）　and　longitudinal　（4）　Sectiens　of　the　root　（1　cork　layer，　2　near　the　vascular
cambium，　3　near　the　central　part）　．
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る．髄は柔細胞からなり，茎の中央部以下では中空となる．
　葉の中央部横切面（Fig．6B）はわずかに弓状を呈し，主脈部は上面がわずかにおう入し，下面はわずかに突出す
る．・維管束はやや上面表皮側に存在する．道管の径約10μ．さく状組織は約3層で主脈部の上面表皮下にも認めら
れ，長径30～40μ，短径約20μのさく状柔細胞からなる．
　根の横切面（Fig．6G，1、一4）は類円形で，最外層は白皮で，2～5層の薄膜性の細胞からなり，最外部の細胞のみコ
ルク化する（Fig．61、）．皮層中には通常径20’》30μ，長さ40～80μの厚膜細胞が単独もしくは数個集合して認め
られる（Fig．612）が，ほとんど認められないこともある．木部はおもに径20～40μ，長さ50’一100μの話せん孔
の直感道管および径10～20μ，長さ100～200μの道管周囲仮道管からなる．木部柔細胞は認められる個体とほとん
ど認められない個体がある．放射組織は1～10細胞列で，厚膜細胞および柔細胞からなるが，その配列は変異が多
く，通常根の中心部付近では柔細胞部分が多い．髄は欠く．
　果実の横切面（Fig．6F）は類円形で，わずかに稜を認める．果皮は3層からなり，外果皮は表皮で，表皮細胞の
外壁は著しく肥厚し，外面は薄いクチクラで被われる．中果皮は6～10層の柔細胞からなり，表皮に近い部位では
柔細胞は放射方向に長く，さく状に配列する．中果皮中には小型の並立維管束がほぼ内果皮に外接して認められる．
内果皮は7～10層の石細胞からなり強く木化し，石細胞中にはシュウ酸カルシウムの単二を含有する．種皮は4～
7層の柔細胞からなり，成熟した果実では圧縮されている．種皮中には3個の並立維管束が認められる．胚乳は幅広
く，子葉は小型，胚乳および子葉の柔細胞中には多量のアリュウロソ粒および油滴を含有する．
考察および結論
　1）　今回各国産の「夏枯草」を入手し，それらの基源を整理する自的で生薬学的研究を行なった結果，「夏枯草」
の基源は採薬地や利用される地域によって異なることを明らかにした．すなわち中国本土産の夏枯草はPrunella
vulgaris　L．　subSP．　asiatica　HARAの結実期に採集された花穂であり，台湾，日本および韓国産の夏枯草は同一下弓
植物の開花期から結実期にかけての全草であった．さらに韓国産夏枯草の中にはThesium　chinense　TURcz・の開花
期から結実期にかけての幽草を基面とする商品も確認された．
　2）蘇ら8）は夏枯草の基源に関して，市場調査や植物分類学的検討からPra・netla畷g瞬εL．の果穂であると報
告しているが，外部形態的には原25）の植物分類学的な原記載に合致せず，また各部位のスケッチ図や内部構造図も不
明確であった．おそらく蘇らの報告した植物は植物分類地理学的にわが国に分布するものと同一種であり，その基源
はP・畷g謝3との内部構造的な差異からもP．vutgaris　subsp．　asiaticaとするのが適当である．
　3）現在わが国の第9改正日本薬局方では夏枯草の基源として一Pru　nelta　vulgaris　subsp．　asiaticaの花穂が規定さ
れているが，現市場には同植物の花穂を基源とする中国産のものと，全草を基源とする国内産の2種が出回わってお
り，後者は局方不適である．しかし薬用部位に関して本草書に全払を使用することを記したものはあるが，花穂のみ
を使用すると明記したものはほとんどなく，おそらく近年になって商品価値的な問題で花穂のみが使用されるように
なったものと考えられ，薬効の検討なしに花穂のみを規定することには問題があると思われる・
　4）韓国孟夏枯草にはPrunella属植物を基源とする商品以外にThesium　chinenseを基源とするものが認められ
た．本種を夏枯草の基源と考えられるような本草書の記文は見あたらないが，夏期に枯死するという性状から「夏枯
草」と称され使用されるようになったものと考える．韓国において行なった現地調査では夏枯草の正品や有効性に関
して漢方医や薬種商により意見が異なり，Prunellq属植物が正品で夏枯草として用いて著効があり・Thesium属植
物は偽物で用いてまったく効なしとする説と，これとまったく逆の説があり，韓国においては二二をまったく異にす
る2種の夏枯草が混乱している．
　List　of　abbreviations：　alb；　albumen，　ch；　chlorenchyma，　co；　collenchyma，　cot；　cotyledon，　cx；　cortex，
en；　endodermis，　ep；　epidermis，　epl；　lower　epidermis，　epu；　upper　epidermis，　f；　fiber，　fb；　fiber　bundle，
h；　hair，　hg；　glandular　hair，　hol；　hollow，　hy；　hypodermis，　k；　cork，　kl；　cork　layer，　m；　pith，　mu；　muci－
lage，　mxy；　xylem　medullary　ray，　p；　parenchyma，　pa；　palisade　tissue，　pc；　pericarp，　ph；　phloem，　pph；
phloem　parenchyma，　pr；　pericycle，　s；　sieb　tube，　sc；　sclerenchyma，　sd；　seed　coat，　st；　stone　cell，　sto；
stomata，　sp；spongy　tissue，　vb；vascular　bundle，　vp；pitted　vessel，　vt；　vasicentric　tracheid，　wt；　wood
fiber，　xy　；　xylem．
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